
　“ゲーム”は、ルールを守る、協力する、表現する、身体を動かす楽しさ

を知ることで、社会性や協調性、コミュニケーション能力、想像力などを

育むことをねらいとしています。

　年齢に応じて、友だちと関わる楽しさを知り、簡単なルールを共有する

ことから始まり、チームで協力し、自分の役割を見つけるといった発達の

段階に合わせて行います。子どもたちは、ゲームを通して、色や物の名前

など遊びの中で学び、成功体験や喜びを味わい、自信をつけます。 

　平岸ルームで行っている“ゲーム”の様子をいくつか紹介します。
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